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８ 病 第 ５ ８ 号

平 成 １８ 年４ 月３ 日

各 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 所 長様

各 農業 協同 組合 長（ 営農 担 当者 ）様

各 農 業 関 係 機 関 長 ・ 団 体 長様

京都 府 病害 虫防 除所 長

（ 公 印 省 略 ）

病 害虫 発生 予察 情報 につい て

下 記のと おり 発表 しま した ので 送付 しま す。

病害虫発生予報第２号（４月）

予 報の概 要

作物 名 病 害 虫 名 予 想 発 生 量

＜平 年比 (前 年比 )＞

果 樹 カキ クダ アザ ミウ マ（ カキ ） や や少 (や や少 )

黒斑 病（ ナシ ） や や少 (並 )

チ ャ もち 病 やや 少 (並 )

チャ ノホ ソガ 山 城 やや 多 (やや 多 )

丹 波 並 (並 )

カン ザワ ハダ ニ 並～ やや 多

(やや 少 )

野 菜 コナ ガ（ ｷｬﾍﾞ ﾂ､ﾊｸ ｻｲ等 ） 並 (並 )

菌核 病（ キャ ベツ ） や や多 (や や多 )

※ 平年 とは過 去 1 0年の 平均 であ る。
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用語 の定義

１ 半旬の とり 方

第 1半 旬 第 2半 旬 第 3半 旬 第 4半 旬 第 5半旬 第 6半旬

各 月の 1～ 5 6～ 1 0 11～ 15 16～ 20 21～ 25 2 6～最 終

日 日 日 日 日 日

－－ －病 害虫 の発 生程 度と 広が りの 両面を 加味 した もの をい う。２ 発生量

－ －－ 程度 は甚 、多 、中、 少、 無の ５段 階に 分け る。３ 発生及 び被 害等 の程 度

それ ぞれ の病 害虫 の基準 につ いて は各 作物 の項 参照 。

－－ －原 則と して 過去 10か 年の 平均 とする 。４ 平年値

デ ータ が 10年に 満た ない 場合 は例年 値と する 。

５ 平年値 との 比較

１ ）時期

平 年並 平 年値 を中 心と して 前後 ２日 以内

や や早 い 平 年値 より ３～ ５日 早い

や や遅 い 平 年値 より ３～ ５日 遅い

早 い 平 年値 より ６日 以上 早い

遅 い 平 年値 より ６日 以上 遅い

２ ）量（ 発生 量、 発生 面積 等）

平 年並 平 年値 並の 発生 で 10年間 に４ 回は発 生す る程 度の 普通 の量

や や多 い ｢平年 並 ｣よ り発 生が 多く 、 10年間に ２回 程度 の頻 度で 発生 する 量

や や少 ない ｢平年 並 ｣よ り発 生が 少な く、 10年間 に２ 回程 度の 頻度 で発 生す る量

多 い ｢やや 多い ｣より 多く 、 10年間 に１回 程度 しか 発生 しな い量

少 ない ｢やや 少ない ｣よ り少 なく 、 10年間に １回 程度 しか 発生 しな い量

－ 農薬 の使 用に あた って は使 用基準 を遵 守す るこ と－
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イネ

１ 苗立枯 病

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）病 原菌 の多 くは 土壌 生息 菌で ある 。山 土や水 田土 壌等 を使 用す る場 合は 、床 土

のｐ Ｈを 4.5～ 5. 0に調 整し 、は 種前 に粉 剤の床 土混 和を 必ず 行う 。

（ ２）低 温多 湿に 経過 する とピ シウ ム属 菌、 高温多 湿（ 特に 出芽 時） では リゾ ープ ス

属菌 によ る苗 立枯 病が 発生 しや すく なる 。育苗 中の 温度 管理 に注 意し 、出 芽後 は

１０ ～３ ０℃ の範 囲で 管理 する 。特 に、 トンネ ル育 苗で は外 気の 影響 を受 けや す

いの で、 日中 の高 温や 夜間 の低 温に 注意 する。

（ ３）出 芽後 はこ まめ に観 察し 、カ ビを 認め れば直 ちに 薬剤 で防 除す る。 菌の 種類 に

より 効果 のあ る薬 剤が 異な るの で注 意す る。

２ もみ枯 細菌 病（ 苗腐 敗症 ）

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）病 原細 菌は 種子 伝染 する ため 、塩 水選 ともみ 枯細 菌病 に登 録の ある 農薬 を用 い

た種 子消 毒を 必ず 実施 する 。

（ ２）出 芽時 の温 度は ３０ ℃を 基準 とす る。 ただし 、加 温し ない 育苗 は１ ０～ ３０ ℃

の範 囲で 管理 する 。

（ ３）発 病苗 を植 付け ると 本田 で腐 敗し 、欠 株とな るの で、 発病 した 苗箱 の苗 は使 用

せず 処分 する 。

３ 苗いも ち

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）種 子伝 染が いも ち病 の主 要な 伝染 経路 の一つ であ るた め、 健全 な種 子を 用い 、

塩水 選と 種子 消毒 を必 ず行 う。

（ ２）前 年の 稲わ ら、 もみ がら は有 力な 伝染 源とな るの で、 育苗 場所 の周 辺に は置 か

ない よう にす る。

種子消 毒に つい て

平成 16、 17年 の調 査で が一 部地 域で 確認 され た。 耐ＭＢ Ｉ－ Ｄ剤 耐性 いもち 病菌

性菌の 頻度 低下 と拡 大防 止の ため 、健 全な 種子を 用い 塩水 選と を必 ず行 う。種子 消毒

ＭＢ Ｉ－ Ｄ剤 ：カ ルプ ロパ ミド （商 品名 ：ウィ ンな ど） 、ジ クロ シメ ット （商 品

名：デ ラウ スな ど） 、フ ェノ キサ ニル （商 品名： アチ ーブ など ）
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ムギ

赤か び病

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）開 花期 から 二週 間以 内に 雨が 多い と発 病が多 くな る。 開花 は出 穂期 から およ そ

一週 間後 であ る。 防除 適期 は開 花初 期～ 開花最 盛期 であ り、 防除 を徹 底す る。

（ ２）六 条大 麦は 特に 発生 しや すい 。

（ ３）ほ 場の 水は けが 悪い と生 育・ 出穂 が不 揃いと なり 、防 除効 果が 低下 しや すい の

で、 出穂 前に ほ場 の排 水を 良く する 。

（ ４）赤 かび 病菌 は人 畜に 作用 性の 強い カビ 毒をつ くる 。

果樹

１ カキク ダア ザミ ウマ （カ キ）

予 報内容 発 生 量 ：平 年比 やや 少な い（ 前年比 やや 少な い）

予 報の根 拠

（ １）前 年秋 期の 被害 果率 は、 平年 比や や少 なかっ た（ －） 。

（ ２）向 こう １か 月の 気温 は平 年並 、降 水量 は平年 並ま たは 少な いと 予想 され てい る。

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）４ 月下 旬頃 に越 冬場 所か ら新 芽に 移っ て、展 開後 ２～ ３日 以内 の若 葉に 寄生 す

る。

（ ２）越 冬後 の成 虫は 、展 葉５ ～６ 枚の 頃に 若葉に 飛来 が多 くな り、 この 頃が 防除 適

期と なる 。産 卵に より 葉が 巻き 始め ると 防除効 果が 低下 する 。

２ 黒斑病 （ナ シ）

予 報内容 発生 量： 平年 比や や少 ない （前 年並）

予 報の根 拠

（ １）越 冬罹 病芽 率は 平年 比や や少 ない （－ ）。

（ ２）向 こう １か 月の 気温 は平 年並 、降 水量 は平年 並ま たは 少な い（ －） 、日 照時 間

は平 年並 また は多 い（ －） と予 想さ れて いる。

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）気 温が 高く 、降 雨日 数が 多い 年は 多発 しやす い。

（ ２）受 粉直 後か ら新 芽伸 長期 にか けて の防 除が重 要で ある 。

チャ

１ もち病

予 報内容 発 生 量 ：平 年比 やや 少な い（ 前年並 ）
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防除 時期 ：萌 芽～ １葉 期

予 報の根 拠

（ １）前 年秋 期の 発生 量は 平年 並。

（ ２）向 こう １か 月の 気温 は平 年並 、降 水量 は平年 並ま たは 少な い（ －） 、日 照時 間

は平 年並 また は多 い（ －） と予 想さ れて いる。

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）越 冬芽 に付 着し た胞 子が ３月 下旬 頃か ら発芽 し始 め、 新芽 の生 育に つれ て若 葉

に感 染す る。

（ ２）雨 が多 く、 じめ じめ した 天候 が続 くと 多発す る。

（ ３）昨 年、 秋期 に多 発し た園 では 注意 する 。

２ チャノ ホソ ガ

予 報内容 発 生 量 ：山 城地 域 平年 比や や多い （前 年比 やや 多い ）

丹 波地 域 平年 並 （前 年並 ）

防除 時期 ：２ 葉期

予 報の根 拠

（ １）前 年秋 期の 発生 量は 、山 城地 域で 平年 比やや 多い （＋ ）、 丹波 地域 で平 年比 や

や少 ない （－ ）～ 並。

（ ２）向 こう １か 月の 気温 は平 年並 、降 水量 は平年 並ま たは 少な いと 予想 され てい る。

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）蛹 で越 冬後 、４ 月上 旬～ ５月 上旬 に成 虫が羽 化し 、新 芽に 産卵 する 。気 温が 高

いと 発生 が早 くな る。

（ ２）ふ 化し た幼 虫は 若葉 裏面 の表 皮下 に食 入し、 成長 する と葉 を三 角形 に巻 く。

（ ３）秋 整枝 をし なか った 園や 自然 仕立 て園 では発 生し やす い。

（ ４）巻 葉内 に堆 積し た虫 糞に より 製茶 品質 が低下 する ので 、摘 採近 くに なっ て巻 葉

を生 じた 場合 は速 やか に摘 採す る。 なお 、摘採 が遅 くな る園 では 、幼 虫の 発生 に

十分 注意 する 。

３ カンザ ワハ ダニ

予 報内容 発生 量： 平年 並～ やや 多い （前 年比や や少 ない ）

予 報の根 拠

（ １）３ 月第 ５半 旬の 調査 では 、発 生量 は例 年並。

（ ２）向 こう １か 月の 気温 は平 年並 、降 水量 は平年 並ま たは 少な い（ ＋） と予 想さ れ

てい る。

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）気 温が 上昇 し、 暖か い晴 れた 日が 続く と、急 速に 増殖 する 。

（ ２）こ の時 期の 防除 は重 要で ある が、 必ず 萌芽前 に行 う。

４ その他 の病 害虫

灰 色かび 病
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丹波地 域の 広域 で本 病の 発生 を認 めた 。積 雪下の 高湿 度条 件が 感染 を促 し、 融雪 期

以 降の気 温上 昇と 湿潤 条件 が影 響し たと 思わ れる。 また 、花 が感 染源 とな るこ とが 知

ら れてい る。

発病葉 が落 葉し 樹勢 が低 下す るこ とも ある ので、 肥培 管理 等に 注意 する 。

野菜

１ コナガ （キ ャベ ツ、 ハク サイ 等）

予 報内容 発生 量： 平年 並（ 前年 並）

予 報の根 拠

（ １）３ 月下 旬現 在、 例年 同様 発生 を認 めて いない 。

（ ２）向 こう １か 月の 気温 は平 年並 、降 水量 は平年 並ま たは 少な い（ ＋） と予 想さ れ

てい る。

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）雨 が多 いと 発生 が抑 制さ れる 傾向 があ る。

（ ２）近 年、 コナ ガの 発生 は全 般的 に少 ない 。

２ 菌核病 （キ ャベ ツ）

予 報内容 発生 量： 例年 比や や多 い（ 前年 比やや 多い ）

予 報の根 拠

（ １）３ 月下 旬現 在、 発生 量は 例年 比や や多 い（＋ ）。

（ ２）向 こう １か 月の 気温 は平 年並 、降 水量 は平年 並ま たは 少な い（ －） 、日 照時 間

は平 年並 また は多 い（ －） と予 想さ れて いる。

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）春 に発 生が 多く 、適 温は ２０ ℃前 後、 曇雨天 が続 いた 時に 発生 しや すく なる 。

（ ２）発 生終 期に 菌核 が形 成さ れ土 中に 落ち 、次の 伝染 源と なる 。菌 核は 土壌 中で ２

～３ 年間 生き 残る 。

３ トマト 黄化 葉巻 病

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（ １）ト マト 黄化 葉巻 ウイ ルス （ TY LCV： Tom ato Yell ow Leaf Cu rl V irus）の 感

染に より 引き 起こ され る病 気で ある 。昨 年１２ 月に 府南 部の ハウ ス栽 培ト マト で

発生 が確 認さ れた 。

（ ２）シ ルバ ーリ ーフ コナ ジラ ミを 介し て伝 染する ので 、シ ルバ ーリ ーフ コナ ジラ ミ

の発 生状 況に 注意 する 。

（ ３）発 病し た株 につ いて は抜 き取 り、 袋に 入れて 密封 して 枯死 させ るか 土中 に埋 め

て処 分す る。

１ 月４ 日付 特殊 報第 ３号 及び ２月 ２４ 日付資 料「 トマ ト黄 化葉 巻病 につ いて 」
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を参 照の こと

４ 野菜苗 の害 虫類 （ハ モグ リバ エ類 、ア ザミ ウマ類 、コ ナジ ラミ 類）

購入苗 の使 用に 当た って は、 害虫 が寄 生し ていな いこ とを 確認 する 。な お、 微小 な

害 虫が多 いの で注 意す る。

※ 残留 農薬 のポ ジ ティ ブリ スト 制度 につ い て

５ 月29日 から 残留 農薬 値 が設 定さ れて いな い 農薬 等が 一定 量以 上含 ま れる 食品

の販 売等 を原 則禁 止す る 制度 （い わゆ るポ ジ ティ ブリ スト 制度 ） が施 行さ れま す。

この 制度 が実 施さ れる と 、残 留基 準が 設定 さ れて いな い農 薬に 農 薬取 締法 に基 づ

く基 準、 国際 基準 等を 参 考に した 「暫 定基 準 」が 、基 準の ない も のに は「 一律 基

準（ 0.01ppm）」 が設 定さ れま す。

隣 接作 物に 散布 され た農 薬 の飛 散（ ドリ フト ） があ った 場合 、農 薬 が基 準値 を

超え て検 出さ れる こと が 懸念 され 、基 準値 を 超え た場 合、 その 作 物は 出荷 停止 に

なり ます 。

農 薬の 散布 に当 たっ ては 、 農薬 使用 基準 を遵 守 し、 飛散 のな いよ う 、こ れま で

以上 に注 意し てく ださ い 。

※ 病害 虫防 除に つ いて は、 病害 虫防 除所 ・ 最寄 りの 農業 改良 普 及セ ンタ ー又 は農 協

にご 相談 くだ さい 。

ま た、 調査 結果 につ いて は 防除 所Ｆ ＡＸ サー ビ ス（ 0771-23-6539）を ご利

用下 さい 。

詳し い農 薬情 報は 、農 林水 産省 ホ－ ムペ －ジの 「農 薬コ －ナ －」 をご 覧下 さい 。

ホーム ペー ジア ドレ ス ht tp: //www.maff .go . jp /nouyaku/

＜参考＞

近畿地方 １か月予報
（ ３月 ２５日 から ４月 ２４ 日ま での 天候 見通 し）

平 成１ ８年 ３月 ２４ 日

大 阪 管 区 気 象 台 発 表

＜ 予想さ れる 向こ う１ か月 の天 候＞

向こう １か 月の 出現 の可 能性 が最 も大 きい 天候は 以下 のと おり です 。

平年に 比べ 晴れ の日 が多 いで しょ う。 １週 目は平 年に 比べ 気温 の低 い日 が多 い見 込

み です。

向こ う１ か月 の気 温は 平年 並で しょ う。 降水量 は平 年並 また は少 ない 見込 みで す。
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日 照時間 は平 年並 また は多 いで しょ う。

週別 の気 温は 、１ 週目 は低 く、 ２週 目と ３～４ 週目 は共 に平 年並 の見 込み です 。

＜向 こう １か 月の 気温 、降 水量 、日 照時 間の各 階級 の確 率（ ％） ＞

低い （少 ない ） 平年並 高 い（ 多い ）

気 温 ３ ０ ４０ ３ ０

降 水量 ４ ０ ４０ ２ ０

日 照時 ２ ０ ４０ ４ ０

農 業改 良普 及セ ンタ ー 電話 番号 一覧

・ 京都 乙訓 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ５－ ３１ ５－ ２９ ０６

・ 山 城 北 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７４ －６ ２－ ８６ ８６

・ 山 城 南 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７４ －７ ２－ ０２ ３７

・ 南 丹 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７１ －６ ２－ ０６ ６５

・ 中 丹 東 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７３ －４ ２－ ２２ ５５

・ 中 丹 西 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７３ －２ ２－ ４９ ０１

・ 丹 後 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７２ －６ ２－ ４３ ０８

農作 物病 害虫 情報 サ－ビ ス

・テ レホン サー ビス

０ ７７ １－ ２３－ ６４ ４２

・Ｆ ＡＸサ ービ ス

０ ７７ １－ ２３－ ６５ ３９

・ホ ームペ ージ アド レス

htt p:// www. pref .kyo to.jp /byo gai/

京都府病害虫防除所

〒 6 21-08 06 京都 府亀 岡市 余部町 和久 成９

TE L 0 771- 23-9 512

FA X 0 771- 23-9 513


